
MMANAのやさしい使用法

50MHz Yagi アンテナの設計

50MHzのダイポール アンテナの設計1.
MMANA計算チェックシート2.
MMANAの画面3.

2素子yagiアンテナ4.

3素子yagiアンテナ5.

ガンマーマッチ6.
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パイプの直径 16mm
半径

50MHzのダイポール アンテナの設計1.



① アンテナ定義画面の入力

座標(X1,Y1,Z1),(X2,Y2,Z2)
半径 R
分割数 seg
周波数 MHz
給電点 pulse

② アンテナ形状確認

計算条件 自由空間

Freq.

③ 計算

MMANA計算チェックシート2.

これらのデータが
正しく入力された
かどうか確認する。

の周波数で、インピーダンス、利得、FB比を計算する。



(詳細)

インピーダンスの変化

共振周波数

共振時の抵抗

Gain/FB⑥

パターン⑦

共振周波数

⑤ VSWR

調整⑧

指向性

Gain/FB 所望の特性が得られるまで

④ 周波数特性

幅で指定した周波数
範囲の計算から、特性
改善の目安を得る。

① ③ ④②

繰り返す



座標

分割数 seg

周波数 MHz

給電点 pulse

① 座標入力

50

No.1の中央から給電 w1c

8mm

MMANAの画面3章

X1(m): 0.0
Y1(m): 1.5
Z1(m): 0.0

X2(m): 0.0
Y2(m): -1.5
Z2(m): 0.0

半径 R



設計したアンテナが表示されているか

給電点 pulse

②
アンテナ形状確認

マウスの左クリックすると、この画面になる。

アンテナの線



③ 計算

1.マウスの左クリックすると、この画面

2.計算条件の確認 自由空間

3.マウスの左クリック

4.計算結果が表示される

5.マウスの左クリック

最後に、



④ 詳細 周波数特性インピーダンスの

インピーダンス、利得等の周波数に対する変化

周波数 (MHz)

リ
ア
ク
タ
ン
ス

(Ω)

抵
坑

(Ω)
リアクタンス

抵抗

共振周波数

マウスの左クリック



⑤ VSWR

Z0

マウスの左クリック

周波数特性

周波数 (MHz)

SWR

51.0MHz



Gain/FB⑥ 周波数特性
マウスの左クリック

周波数 (MHz)

FB比利得

GAIN

F/B



パターン⑦ マウスの左クリック

X

Y

Z

Y

水平面内

垂直面内



共振周波数 f0=47.636MHz

アンテナの長さ周波数

28MHz 5m
10m14MHz

2倍
2
1
倍

51.0MHz
3m

2.804m

Y2 -1.5m
Y1 1.5m

-1.4m
1.4m

47.636MHz
1.07倍 935.0

07.1
0.1
=

⑧ 調整

設計周波数 : 51.0MHz
(２分の1波長)

長さが3mのダイポール
アンテナは、47.636MHz
に共振している。

51MHzに共振する

アンテナの長さはいくらか

2.804m

47.636MHz
51.0MHz =1.07倍

=× 935.03
①の画面に戻り

③ ④ で共振周波数をチェックする。

④ 画面参照



47.636MHz 51.0MHz

07.1
636.47
0.51

= 935.0
07.1
0.1
=

アンテナの長さの自動変更方法

マウスの左クリックでこの画面

続いて、マウスの左クリック
倍率を入れて

クリック

アンテナの長さの縮小率

(多素子のアンテナに便利)

①

共振周波数



アンテナの長さの調整結果

50.9MHz

X

R
R=72Ω

インピーダンス

50.9MHz

④③

X=0Ω

①
Y1 1.5m 1.4m Y2 -1.5m -1.4m

共振周波数

47.636MHz

設計完了



反射器 追加

y

z

波長4
1

1.5m

2.8m

ラジエーター

X1
Y1

: 1.5m

: 1.5m

: -1.5m

反射器

: 1.5m
Z1 : 0.0m

X2 : -1.5m
Y2 : -1.5m
Z2 : 0.0m

間隔

長さ

反射器 長さ、 間隔 1.5m : 初期値

①

座標入力

②

アンテナ形状

③

計算

④

利得最大

2素子yagiアンテナ4.

No.1 No.2

No.2

No.2



X1 : -1.5m
Y1 : 1.5m
Z1 : 0.0m

②

X2: -1.5m
Y2: -1.5m
Z2 : 0.0m

① 座標入力

アンテナ形状確認

初期値座標データ

③ ⑥④

No.2

反射器

ラジエーター



0.5 0.7 1.1 1.3 1.50.9
6.0

6.8

6.6

6.4

7.0

6.2

間隔 :1.0m

6.0

6.8

6.6

6.4

6.2

7.0

1.25 1.3 1.4 1.45 1.51.35 1.55

1.42m長さ:

長さ Y1(m)間隔 X1(m)

利
得

dB

利
得

dB

反射器(No.2)の長さと間隔の関係

① 調整座標データ

間隔 長さ

(Y1:1.42) (X1: -1.0)

X1=1.0 Y1=1.42



⑥

9.0
8.0
7.0

5.0
4.0

6.0

7.0

6.8

6.6

6.4

6.2

利
得

(dB)

F/B

(dB)

初期値 調整後
X1 : -1.5m X2: -1.5m

Y2: -1.5m: 1.5mY1
X1 : -1.0m X2: -1.0m

Y2: -1.42m: 1.42mY1

2素子YAGIアンテナの利得とFB比 ③ ④

Gain 調整後

Gain 初期値

F/B

F/B

マウスの左クリック



波長4
1

1.5m

1.4m

x

y

z

1.42m

X1 : 1.5m

追加導波器 (No.3)

1.0m
y1 : 1.5m
z1 :0.0m

x2(m) : 1.5m
y2(m) : -1.5m
z2(m) : 0.0m

導波器

初期値の設定
3素子yagiアンテナ5.

ラジエーター
No.1 反射器

No.2

No.3

No.3

No.3① ③②



①

8.0

7.0

9.5
9.0
8.5

7.5

10.0
1.2 2.01.81.61.4 2.2

1.21.00.80.6

導波器 (No.3)の長さと間隔の関係

Y1=1.4m

利
得

dB

間隔 X1(m)

間隔 X1 (m)

1.15 1.351.31.251.2 1.4 1.45
8.0

9.0

10.0

利
得

dB

1.8m間隔 X1:

長さ Y1(m)

調整座標データ

X1=.9

Y1=1.3mX1=1.8

Y1=1.3

X1 : 1.8m : 1.3mY1 X2: 1.8m : -1.3mY2



3素子yagiアンテナの利得

X2
Y2

: 1.8m
: -1.3m

X1 : 1.8m
: 1.3mY1

座標データ

⑥

③ ④

利得 : 9.5dB

マウスの左クリック

F/B

Gain



④

抵抗 : 19Ω 共振周波数 49.84MHz

3素子yagiアンテナのインピーダンスとSWR

R

X



3素子yagiアンテナのSWR

⑤

VSWR : 高い

マウスの左クリック



⑦

3素子yagiアンテナの指向性

マウスの左クリック

水平面内 垂直面内

3ele.Yagi



x

y

長さ: 50cm

幅 : 10cm

NO.1

NO.4

NO.5

NO.6
NO.7

NO.8

ラジエーター

ガンマーマッチ6.

(0.0,0.0)(0.0,0.5)

(0.1,0.0)(0.1,0.5)

No.4 ,No.5 , No.6 , No.7 , No.8 素子を追加。

No.1素子の Y2座標を変更

幅、長さ : 暫定値

①

座標



①

ガンマーマッチ部の座標入力

X1 : 0.00m
: 0.50mY1

X2 : 0.10m
: 0.50mY2

NO.4

X1 : 0.10m
: 0.50mY1

X2 : 0.10m
: 0.0mY2

NO.5
X1 : 0.10m

: 0.0mY1
X2 : 0.0m

: 0.0mY2

NO.6
X1 : 0.0m

: 0.50mY1
X2 : 0.0m

: 0.0mY2

NO.7

X1 : 0.0m
: 0.0mY1

X2 : 0.0m
: -1.4mY2

NO.8

No.1のY2を0.5に変更する



②

給電点の位置が悪い

目的の給電点の位置

ガンマーマッチ部の形状の確認



②

NO.1

NO.4

NO.5

NO.6

NO.7 NO.8

No.5の終点 w5e
w6b

①

給電点の位置の確認

給電点の位置

No.6の始点

ケーブル

又は、

X2,Y2

X1,Y1 始点

終点

何れか一方だけで良い



④

共振周波数 : 50.4MHz 51.0MHz
ラジエーターの長さ 短くする

Y1:No.1, No.8, Y2 :

ガンマーマッチ付きYAGIアンテナのインピーダンス

共振周波数 50.4MHz

暫定

1.4 1.38 -1.4 -1.38

X=50Ω
直列のC
でキャンセルするか

X
R

R=55Ω

調整

①



調整後ガンマーマッチ付きYAGIアンテナのインピーダンス

④

51.0MHzの抵抗は80Ωである。

75Ωのケーブルの場合のSWRを調べる

共振周波数 50.8MHz

R=80Ω



VSWR の再計算 Z0 =50Ω =75ΩZ0
1.クリック

3.クリック

4. 75Ωを入力

5.最後にクリック

2.マウスの左クリック

① ③



④

ガンマーマッチ付きYAGIアンテナのインピーダンス

ケーブルは75Ω

クリック



NO.1

NO.4

NO.5

NO.6

NO.7 NO.8
共振時の抵抗 下げる

y

0.9

Y 座標

５ケ所 訂正

①
ガンマーマッチの長さの調整

0.90.5



④

ガンマーマッチ付きYAGIアンテナのインピーダンス

共振時の抵抗は75Ωである。

75Ωのケーブルの場合のSWRを調べる



ガンマーマッチ付きYAGIアンテナのSWR

但し、ケーブルは
75Ω⑤

ガンマーマッチの長さを調整



ガンマーマッチ付き3ele.YAGIアンテナの利得とFB比


